千葉市創業支援補助金審査実施要領
（目的）

第１条　この要領は、「千葉市創業支援補助金交付要綱」（以下「要綱」という。）第８条第２項に規定する千葉市創業支援補助金の交付決定における審査（以下「審査」という。）に関する必要な事項を定めるものとする。

（審査対象）

第２条　審査の対象は、要綱第７条に規定する補助金の交付を申請する者（以下「申請者」という。）が提出する交付申請書及び添付資料に関する事項とする。
（審査機関）

第３条　審査は、千葉市経済農政局経済部産業支援課（以下「産業支援課」という。）が実施
する。
（審査方法）

第４条　書類審査は、ヒアリング及び申請者より提出された書面により行うこととし、次の各号のとおり、審査する。
（１）交付申請書（要綱様式第１号）及び添付書類（要綱様式第３号の事業計画書（３）（４）を除く）
　次のいずれにも該当する場合、適とする。
ア　申請者が、要綱第３条第１項に掲げる要件のいずれにも該当していること。
イ　申請者が、要綱第３条第２項に掲げる要件のいずれにも該当していないこと。

（２）事業計画書（要綱様式第３号）
　　　別表第１に掲げる審査項目について、審査観点の記載事項をもとに審査する。各審査項目の全ての審査観点を満たすものを適とし、全ての審査項目が適となった場合、適とする。
別表第１　
	
	審査項目
	事業計画書の
主な確認項目
	審査観点

	１
	経営姿勢
	（３）①
（３）①②
	・創業する目的や経営理念・ビジョンが明確か
・実施する事業は、地域課題又は社会的課題を解決するものか

	２
	実現可能性
	（１）
（３）②③
（３）②③
（３）④
	・事業実施に当たり、申請者又は社員に必要な経験又は知識があるか

・ビジネスモデルを実現できる見込みがあるか
・安定的に収益を上げることが見込まれるビジネスモデルか
・事業における課題と対応方法が検討されているか

	３
	将来性
	（３）②③⑤
（３）⑥⑦⑧
	・商品、サービスやその提供方法に独自性、新規性、競争優位性はあるか

・事業拡大を見込んでおり、その道筋が描けているか


附　則

この要領は、令和３年８月２日から施行する。
附　則

この要領は、令和３年１１月１６日から施行する。

